
【取り組み状況】 予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、水蒸気観測等の強化、気象庁スーパーコン
ピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進め、線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進する

令和５年度：顕著な大雨に関する気象情報の発表タイミングを前倒しするよう改善
改善前）線状降水帯が発生してから発表 → 改善後）線状降水帯の発生直前（最大30分前）からも発表可能

令和６年度予定：線状降水帯による大雨の可能性を事前に伝える対象地域を絞り込むよう改善
改善前）地方単位（北陸地方、東北地方、など） → 改善後）府県単位（新潟県、福島県、など）

線状降水帯の予測精度向上等に向けた取り組み計画

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策区 分

リスク情報等の提供分 類

気象情報の充実、予測精度の向上（線状降水帯の予測精度向上等に向けた取り組み強化）実施内容

新潟地方気象台実施主体
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市町村等の防災対応の支援を強化すべく、大規模な災害が発生した（又は発生が予想される）場合に、

市町村等の災害対策本部等へＪＥＴＴ（気象庁防災対応支援チーム）として気象庁職員を派遣します。

派遣された職員は、現場のニーズや各機関の活動状況を踏まえ、気象等のきめ細かな解説を行うことに

より、地方公共団体や各関係機関の防災対応を支援します。 この活動は、国土交通省のTEC-FORCE（緊
急災害対策派遣隊）の一員としての活動にあたります。

大規模な災害時に、都道府県や市町村等へＪＥＴＴとして気象庁職員を派遣します。
現場のニーズや各機関の活動状況を踏まえた気象等のきめ細かな解説を行います。
国土交通省のTEC－FORCE（緊急災害対策派遣隊）の一員として活動します。

新潟県大雨災害対策本部会議（令和4年8月4日）

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ⑥その他

実施内容 ＪＥＴＴ（JMA Emergency Task Team 気象庁防災対応支援チーム）による自治体支援（災害時）

実施主体 新潟地方気象台
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平時からの自治体支援のため気象台に、地域毎の担当チーム「あなたの町の予報官」を編成し、平時

から気象台長による首長訪問、支援チームによる担当者打合せを実施し、市町村の円滑な防災対応支

援を実施、市町村等との「顔の見える関係」を構築、さらに、災害時の対応の振り返り等を進め、平時・緊

急時の業務にフィードバックし防災支援を充実します。

平時から「顔の見える関係」を構築し、 “ワンストップ”での支援を実施
地域の「我が事」感をもった防災力向上に直結する取組を、チームで推進

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ⑥その他

実施内容 「あなたの町の予報官」による自治体支援 （主に平時）

実施主体 新潟地方気象台
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